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的意義

K．唾液腺・消化器

上部消化管手術におけるdual　scanの臨床
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　上部消化管手術．特に胆道再建術においては種々の

術式が工夫されている。術式としてはより生理的な再

建法か望まれ，各術式間の比較評価が必要となってく
る。

　今回我々は、dual　scan　methodを用い胆道、消化管

の機能面からの術式の評価を行なったのでその結果に

ついて報告する。対象は内視鏡的乳頭括約筋切開（EST）

胆摘後症例，胆管損傷例なとのほかに胆管空腸Roux・N

吻合例などの良性胆道疾患に対する胆道再建症例37例、

更に膵頭十二指腸切開術を受けた24例なと計91例であ

る。評価には①gastric　e叩tying②hepatogramに
よる肝機能　◎挙上空腸の運動　④胆汁と食物との混

和開始時間⑤腸管内actiVltsのtransitlon　⑥胆道

及び胃への逆流の有無等の諸項目について検討した。

452　下血を主訴とし核医学検査が有用であつた

4症例
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　今回我々は下血を主訴とし，核医学検査が有用であっ

た4例を経験したので報告する。〔症例1〕30歳男性。

消化管透視，内視鏡検査にて異常なく，°°mTcO：に

て下腹部に異常集積があり，手術にて小腸の重複腸管

と診断された。〔症例2〕45歳女性。血管造影にて横

行結腸，S状結腸の動静脈奇型が確認されたが，入院

中に下血があり，ggmTc－RBCにて，　S状結腸よりの

出血と診断された。〔症例3〕61歳男性。小腸透視に

てメッケル憩室が疑われたが，ngmTcolにて異常集

積なく，下腹部のhyper　vascular　tumorが疑われた。

手術にて小腸のleiomyosarcomaが確認された。　〔症

例4〕64歳男性。入院中に大量の下血を来したが，出

血部位の診断が困難であり，sem　Tc－　RBCにてS状結

腸よりの出血と診断した。手術により虚血性腸炎より

の出血が確認された。急性消化管出血においては，迅

速かつ正確な出血巣の診断が必要とされるが，各種の

検査が無効な場合が少なくない。このような場合，核

医学検査は非侵襲的であり，臨床的にも有用な情報の

得られることが多く，今後さらに積極的に行うべきも

のであると思われる。
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